
　
卒
業
後
、
社
会
に
出
て
働
く
学
生
に
は
、

大
学
で
何
を
身
に
付
け
た
か
、
何
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
か
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
が
調
査

し
た
「
産
業
界
が
学
生
に
期
待
す
る
資
質
、

能
力
、
知
識
」
に
よ
る
と
、
企
業
は
学
生
に
、

「
主
体
性
」「
実
行
力
」「
課
題
設
定
・
解
決

能
力
」
を
求
め
て
い
ま
す
（
左
図
参
照
）。

技
術
革
新
が
急
速
に
進
展
す
る
社
会
で
、
指

示
待
ち
で
は
な
く
、
自
ら
の
問
題
意
識
に
基

づ
き
課
題
を
設
定
、
主
体
的
に
答
え
を
導
き

出
す
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
力
を
養
う
た
め
に
、
大
学
で
は

双
方
向
型
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
を
行
い
、
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
解
決
す

る
能
力
を
育
ん
で
い
る
の
で
す
。

　
一
方
、
大
学
は
学
生
が
望
む
キ
ャ
リ
ア
を

築
け
る
よ
う
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
就
職
支

援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
学
独

自
の
学
び
や
就
職
支
援
制
度
を
し
っ
か
り
調

べ
て
、
子
ど
も
が
社
会
で
活
躍
で
き
る
力
を

育
め
る
大
学
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
将
来
に
つ
な
が
る

大
学
で
の
学
び
と
キ
ャ
リ
ア
支
援

激動する社会を
生き抜く力を

大学で身に付ける

「
キ
ャ
リ
ア
支
援
特
集
」は

次
ペ
ー
ジ
か
ら

激動する社会の中で、企業が学生に求める力も変化しています。
子どもが卒業後、社会で活躍するためには、どのような力を身に付ければよいのでしょうか。

※心理職初の国家資格である「公認心理師」になるには、受験資格の取得が必要です。大学の学部で指定された科目を履修のうえ卒業し、
指定された科目を開設する大学院に進むか、省令で定めるプログラムを持つ施設で２年間の実務に就いた人に受験資格が与えられます。
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企業が学生に期待する力

出典／（一社）日本経済団体連合会「高等教育に関するアンケート」
主要結果（2018年4月17日）より

回答企業に上位5つの選択肢を選んでもらい、
点数による重み付け（1位＝5点、2位＝4点、
3位＝3点、4位＝2点、5位＝1点）を行った

学生に求める資質、能力、知識（文系）
主体性 829 523

課題設定・解決能力 425 229

論理的思考力 307 138

その他
職業観 122 149

実行力 505 419

チームワーク・協調性 313 294

創造力 303 110
倫理観 226 175

社会性 140 319

ｎ=440社
うち経団連会員256社
　 経団連非会員184社
（1位～5位まで回答）

経団連会員
経団連非会員

学生に求める資質、能力、知識（理系）
主体性 737 447

課題設定・解決能力 381 214

チームワーク・協調性 256 236

社会性 117 253
倫理観 218 148

109

実行力 444 365

創造力 385 197

論理的思考力 315 168

専攻分野の専門的知識 161
その他 845 623

ｎ=435社
うち経団連会員254社
　 経団連非会員181社
（1位～5位まで回答）

経団連会員
経団連非会員
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動
へ
と
促
し
ま
す
。

　
教
員
採
用
試
験
対
策
・
公
務

員
採
用
試
験
対
策
も
充
実
し
て

い
ま
す
。
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
1
年
次

か
ら
苦
手
科
目
や
未
履
修
科
目

の
対
策
を
行
い
、
採
用
試
験
の

基
礎
と
な
る
力
を
身
に
付
け
ま

す
。
3
年
次
に
は
、
外
部
予
備

校
に
よ
る
筆
記
試
験
対
策
講
座

と
と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、2
次
試
験
・

3
次
試
験
に
向
け
た
面
接
・
集

団
討
論
・
論
作
文
・
模
擬
授
業

な
ど
に
対
す
る
実
践
的
な
対
策

が
、
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
1
年
次
で
は
、
能
力
・
資
質

テ
ス
ト
を
も
と
に
自
己
理
解
を

深
め
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
他

学
科
交
流
を
意
識
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

自
己
成
長
に
向
け
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
正
課
科
目
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

「
自
主
社
会
活
動
」な
ど
を
通
じ
、

学
生
の
主
体
性
や
社
会
性
を
育

む
後
押
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
2
年
次
で
は
、
各
学
科
の
進

路
に
合
わ
せ
た
職
業
観
を
醸
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
入
門
」
を
必
修

科
目
と
し
て
開
講
。
ま
た
、
課

題
解
決
型
科
目
の
「
企
業
に
学

ぶ
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」、
実

際
に
企
業
を
訪
問
し
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
て
記
事
に
す
る

「
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
人
材
育
成
」

な
ど
、
充
実
し
た
キ
ャ
リ
ア
教

育
科
目
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
3
年
次
で
は
、「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
や
「
筆
記
試
験
対

策
」
の
他
、「
各
種
就
職
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
展
開
。
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
他
、

企
業
の
人
事
担
当
者
を
招
い
て

の
「
業
界
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
を

通
し
て
、
就
職
活
動
に
対
す
る

ス
キ
ル
を
磨
き
、
具
体
的
な
行

­生°�±  
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初
年
次
か
ら
就
職
を
見
据

え
た
活
動
が
ス
タ
ー
ト

教
員
・
公
務
員
採
用
試
験

に
向
け
、
支
援
が
充
実
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��� ����� �����
月�
生
�������������

て
い
る
本
学
は
、
簿
記
や
税
理

士
資
格
な
ど
、
就
職
に
役
立
つ

資
格
の
対
策
講
座
を
学
内
で
受

講
で
き
る「
学
内
Ｗ
ス
ク
ー
ル
」

を
実
現
。
文
系
学
部
だ
け
で
な

く
医
療
・
福
祉
系
学
部
で
も
講

座
を
実
施
し
、
受
講
料
の
一
部

を
補
助
す
る
た
め
、
外
部
の
ラ

イ
セ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
よ
り
安
価

に
受
講
で
き
ま
す
。

　
本
学
で
は
「
地
域
基
盤
型
教

育
」
に
も
力
を
入
れ
、
将
来
の

イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
す
る
た
め

の
機
会
を
多
数
提
供
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
映

像
教
材
「
未
来
講
座
」
で
は
産

学
連
携
企
業
の
支
援
で
作
製
。

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
一
助

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
Ａ
Ｎ
Ａ

グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
た
エ
ア
ラ

イ
ン
業
界
の
講
義
な
ど
、
実
践

力
を
高
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
、
看
護
学
部
・
薬
学

部
・
福
祉
総
合
学
部
・
経
営
情

報
学
部
・
メ
デ
ィ
ア
学
部
・
国

際
人
文
学
部
・
観
光
学
部
を
設

置
す
る
総
合
大
学
で
す
。
海
外

研
修
・
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充

実
し
、
全
学
部
に
お
い
て
、
海

外
大
学
と
の
国
際
連
携
を
行
っ

て
い
る
の
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
本
学
で
は
、
１
年
次
か
ら
多

様
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
き
め

細
か
い
サ
ポ
ー
ト
の
「
ア
ド

ヴ
ァ
イ
ザ
ー（
担
任
）制
度
」は
、

履
修
状
況
や
授
業
へ
の
取
り
組

み
の
ほ
か
、
学
生
生
活
全
般
に

つ
い
て
担
当
教
員
が
ア
ド
バ
イ

ス
。
高
学
年
次
か
ら
は
研
究
指

導
か
ら
キ
ャ
リ
ア
支
援
、
就
職

活
動
ま
で
し
っ
か
り
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
本
学
の
学
生
を
対
象
に
企
業

や
自
治
体
、
病
院
、
福
祉
関
連

施
設
な
ど
２
０
０
社
以
上
が
参

加
す
る
「
企
業
研
究
会
」
も
毎

年
開
催
。
ま
た
薬
学
部
、
理
学

療
法
学
科
の
学
生
の
み
を
対
象

と
し
た
就
職
説
明
会
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
資
格
取
得
の
支
援
も
充
実
し

入áâ
ã�äå«æçèé¯ééêëëéé«ì¯

国
際
教
育
を
推
進
す
る

総
合
大
学

豊
富
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

手
厚
い
キ
ャ
リ
ア
支
援

イ
ン
タ
ー
ン
や
産
学
連
携

で
社
会
の
実
践
力
を
磨
く
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薬学科
薬剤師 �����
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歯学科

歯科医師
看護学科
看護師
看護学科
保健師
臨床福祉学科
社会福祉士

臨床福祉学科
精神保健福祉士

臨床福祉学科
介護福祉士
理学療法学科
理学療法士

言語聴覚療法学科
言語聴覚士

作業療法学科
作業療法士
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�����������

��
��
	 ��­ ���月��生�� 多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
。

例
え
ば
、「
特
別
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
講
座
」
で
は
、
自
分
の

特
性
を
理
解
し
た
う
え
で
、

キ
ャ
リ
ア
観
な
ど
を
育
み
ま
す
。

ま
た
、年
間
約
60
回
行
う「
キ
ャ

リ
ア
・
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」で
は
、

就
職
活
動
に
役
立
つ
知
識
や
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
ま
す
。

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
専
門

職
に
は
国
家
資
格
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
多
く
の
学
生
が
、
目
標

と
す
る
資
格
・
免
許
を
取
得
し
、

チ
ー
ム
医
療
を
実
践
す
る
現
場

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
お
よ
そ
６
０
０
人
の
卒
業
生

に
対
す
る
求
人
数
は
、
医
療
機

関
を
中
心
に
年
間
３
万
人
超
。

こ
れ
は
２
万
人
に
上
る
本
学
卒

業
生
に
対
す
る
評
価
の
高
さ
の

表
れ
と
言
え
ま
す
。
安
定
し
た

就
職
実
績
を
支
え
て
い
る
の
は
、

独
自
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
制
度
で

す
。
就
職
相
談
室
の
職
員
と

キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
中

心
と
な
り
、
学
生
一
人
ひ
と
り

の
適
性
と
希
望
に
合
っ
た
就
職

の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

❶
年
間
３
万
人
超
の
求
人
情
報

を
閲
覧
で
き
る「
就
職
相
談
室
」

　
病
院
、
福
祉
施
設
、
一
般
企

業
な
ど
の
求
人
情
報
を
は
じ
め
、

就
職
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
が
集
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

❷
キ
ャ
リ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
き

め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト

　
学
生
各
自
の
適
性
と
希
望
に

合
っ
た
就
職
の
実
現
に
向
け
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資

格
を
持
つ
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
配
置
し
、
就
職
相
談
室

で
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
。

履
歴
書
添
削
や
模
擬
面
接
な
ど

の
実
践
的
な
指
導
も
行
い
ま
す
。

❸
低
学
年
次
か
ら
体
系
的
な
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト

「
自
ら
考
え
行
動
し
、
将
来
を

切
り
開
く
力
」
の
育
成
に
向
け
、

入
���  ���	�����­ �­�­������

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

各
種
国
家
試
験
は

安
定
し
た
合
格
率
を
維
持
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正課教育《キャリア教育科目》
・ キャリア形成と産業社会  ・ キャリア演習Ⅰ・Ⅱ  ・ インターンシップ ほか

Eラーニング教材《竹びとラーニング》
・ 基礎能力アッププログラム  ・ SPI対策（Webテスト対策）
個別指導・
サポート キャリア支援センター職員

正課外支援《キャリア支援センター》
・ オリエンテーション 
・ 就職・キャリアガイダンス
・ 公務員ガイダンス
・ 資格取得対策講座※  ・ 公務員試験対策講座※  ・ 教員採用試験対策講座※  ほか　※有料

・ 就職ガイダンス 
・ 自己分析 ・ 面接対策
・ 社会人基礎力診断 ほか

・ 合同企業説明会 
・ 個別指導
・ カウンセリング

アドバイザー教員 ゼミナール担当教員

な
知
識
を
持
っ
た
職
員
が
個
別

指
導
を
徹
底
し
て
い
る
の
が
本

学
の
強
み
。
学
科
別
に
担
当
を

持
つ
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
と
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
担
当
教
員

と
の
連
携
を
密
に
し
、
内
定
獲

得
ま
で
学
生
一
人
ひ
と
り
を
全

力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
充
実
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
丁
寧
な
指
導
・
支
援

に
よ
り
、
就
職
率
は
97
・
８
％

（
２
０
１
８
年
度
実
績
）
と
高

い
水
準
を
維
持
。
実
就
職
率
ラ

ン
キ
ン
グ
２
０
１
８
（
大
学
通

信
調
べ
）
に
お
い
て
は
、
茨
城

県
内
私
立
大
学
で
第
１
位
と

な
っ
て
お
り
、
地
元
企
業
や
自

治
体
か
ら
厚
い
信
頼
を
得
て
い

ま
す
。

　
本
学
は
、
開
学
以
来
１
０
０

年
以
上
に
わ
た
り
「
実
学
を
重

ん
じ
真
摯
な
態
度
を
身
に
付
け

た
人
間
を
育
て
る
」
と
い
う
建

学
の
精
神
を
受
け
継
い
で
き
ま

し
た
。
実
学
と
は
「
卒
業
後
、

よ
り
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
、

社
会
と
自
分
に
役
立
つ
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
」。
地
元
企
業

へ
の
就
職
率
の
高
さ
の
背
景
に

は
、
地
域
に
根
差
す
大
学
と
し

て
、
社
会
で
生
き
る
基
礎
力
を

重
ん
じ
る
姿
勢
が
あ
り
ま
す
。

　
１
年
次
よ
り
正
課
授
業
に
て
、

社
会
人
に
必
要
な
能
力
を
身
に

付
け
る
た
め
「
キ
ャ
リ
ア
教
育

科
目
」
を
設
置
。
ま
た
、
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」「
自
己
分

析
」「
業
界
・
企
業
・
職
種
研
究
」

な
ど
年
間
50
以
上
。
こ
の
ほ
か

に
も
地
元
有
力
企
業
を
中
心
に
、

年
間
延
べ
３
０
０
社
以
上
の
企

業
を
招
い
て
行
う
学
内
合
同
企

業
研
究
会
・
説
明
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
地
元
で
活
躍
し
た

い
と
い
う
学
生
も
多
く
、
地
元

で
の
就
職
を
強
力
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
豊
富

����½¾�¿�À� ÁÂÃÄ­ÅºÆ�º»ºÇÅÅÅÈ

社
会
人
基
礎
力
を
育
む

実
学
重
視
の
人
間
教
育

入
学
直
後
か
ら

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
開
始
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者
と
面
談
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
落
ち
着
い
て
自
分
の
進
路

と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
学
生
一
人
ひ
と
り
の
自
己
実

現
に
向
け
、
キ
ャ
リ
ア
就
職
課
、

卒
業
研
究
指
導
教
員
、
学
科
就

職
委
員
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
ら
が
連
携
し
、
学
生
を
個

別
サ
ポ
ー
ト
。
ま
た
、
就
職
に

役
立
つ
資
格
取
得
も
「
Ｉ
Ｔ
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

が
支
援
し
ま
す
。

　
学
生
の
生
活
の
状
況
を
大
学

と
保
護
者
と
で
共
有
す
べ
く
、

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保

護
者
説
明
会
や
ク
ラ
ス
担
任
と

の
個
別
相
談
会
で
学
習
状
況
や

進
路
相
談
な
ど
の
支
援
体
制
を

ご
説
明
し
ま
す
。

　
本
学
の
重
点
研
究
分
野
の
１

つ
で
も
あ
る
「
生
命
」
に
関
連

す
る
３
学
科
（
看
護
学
科
）（
管

理
栄
養
学
科
）（
臨
床
工
学
科
）

で
国
家
資
格
の
取
得
が
可
能
。

地
域
社
会
の
課
題
で
あ
る
保
健

医
療
に
貢
献
で
き
、
幅
広
い

キ
ャ
リ
ア
設
計
も
魅
力
で
す
。

模
擬
試
験
や
国
家
試
験
対
策
演

習
、ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

な
ど
で
合
格
を
支
援
・
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　
入
学
直
後
の
１
年
次
か
ら
行

う
本
学
の
早
期
キ
ャ
リ
ア
教
育

は
自
分
の
性
格
や
適
性
の
理

解
・
確
認
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

職
業
観
を
養
い
な
が
ら
、
企
業

研
究
や
職
業
体
験
な
ど
を
経
て
、

自
分
に
合
っ
た
職
業
を
学
生
の

う
ち
に
見
つ
け
ま
す
。
さ
ら
に
、

段
階
に
合
わ
せ
た
就
職
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

支
援
。
魅
力
あ
る
企
業
研
究
会
、

職
業
適
性
検
査
、
キ
ャ
リ
ア
支

援
講
座
、
就
活
セ
ミ
ナ
ー
等
、

内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

特
に
合
同
企
業
説
明
会
は
、
延

べ
１
０
２
１
社
（
２
０
１
８
年

度
実
績
）
の
人
事
担
当
者
が
来

学
。
慣
れ
た
学
内
で
人
事
担
当

��入��  
°±²³´µ¶·¸¹º»¼½µµ¹´¾¿¸

神
奈
川
県
を
代
表
す
る

理
系
総
合
大
学

充
実
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で

自
己
実
現
を
か
な
え
る

保
護
者
向
け
ガ
イ
ダ
ン
ス

や
情
報
提
供
を
実
施
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本
学
に
は
、
専
任
の
職
員
が

学
生
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
乗
り

な
が
ら
自
立
的
な
成
長
を
促
す
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
Ｃ
Ａ
）
制
度
が
あ
り
ま
す
。

Ｃ
Ａ
は
担
任
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
情
報
を
共

有
し
、
学
生
の
目
標
設
定
や
ス

キ
ル
修
得
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
す
。
Ｃ
Ａ
の
働
き
か
け
に

よ
り
、
１
年
次
か
ら
保
育
・
教

育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
企
業
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
が
盛

ん
。
教
室
と
現
場
を
通
じ
て
社

会
に
必
要
と
さ
れ
る
力
を
伸
ば

し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
就
職
内

定
率
は
98
・
5
％
（
２
０
１
９

年
度
実
績
）、
進
路
指
導
教
諭

調
査
の「
入
学
後
、生
徒
を
伸
ば

し
て
く
れ
る
大
学
」（
大
学
通
信

調
べ
）
で
東
京
地
区
25
位
（
私

大
）
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

独
自
の「
Ｃ
Ａ
制
度
」で

自
立
的
な
成
長
を
促
す

����大�

保護者版
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���

3年次 4年次 　
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
複
雑
化
し
多
様
化

し
て
い
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
得
る
有
用
な
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
３
つ
の
柱
を
軸
に
学

生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
就
職
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
１

つ
は
学
年
に
応
じ
た
多
彩
な
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
２
つ
目
は
教

員
と
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
強
力
な
連
携
、
そ
し
て

３
つ
目
は
学
生
の
個
性
を
尊
重

し
た
〝
ｆ
ａ
ｃ
ｅ 

ｔ
ｏ 

ｆ
ａ

ｃ
ｅ
〞
の
相
談
体
制
で
す
。

　
複
雑
化
す
る
現
代
社
会
の
問

題
解
決
の
た
め
に
、
今
、
物
事

を
多
角
的
に
考
え
、
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
解
決
策
を
導
け
る
人
材

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
総
合
政
策
学
部
で
は
、

こ
う
し
た
時
代
が
求
め
る
人
材

育
成
を
教
育
の
目
的
と
し
て
、

「
政
治
」「
経
済
」「
法
律
」「
国

際
関
係
」「
福
祉
政
策
」「
経
営
」

「
会
計
」
と
い
っ
た
７
分
野
の

多
彩
な
学
び
で
基
礎
を
固
め
、

専
門
分
野
へ
と
つ
な
げ
て
い
ま

す
。
２
年
次
に
専
門
分
野
を
決

定
し
て
以
降
は
、
他
コ
ー
ス
の

科
目
も
同
時
に
選
択
可
能
な
２

学
科
７
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
専

門
的
な
学
び
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、２
年
次
か
ら
の「
学

際
演
習
」
は
、
専
門
の
異
な
る

複
数
の
教
員
と
共
に
少
人
数
で

体
験
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

授
業
を
展
開
。
一
つ
の
テ
ー
マ

を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
考
え

る
力
を
養
い
ま
す
。
将
来
は
、

高
度
な
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）
技

術
が
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
代
行

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
学
部
で
は
自
ら
選
択
し
、
組

み
合
わ
せ
て
可
能
性
を
広
げ
る

と
い
う
人
間
だ
け
が
持
つ
能
力

を
伸
ば
し
ま
す
。

入����� 
«¬®¯°±²³³´²µ¶±±µµ

自
分
ら
し
い
専
門
分
野
を

学
ん
で
可
能
性
Ｕ
Ｐ

学
生
の
個
性
を
尊
重
し
た

就
職
支
援
・
相
談
体
制
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活
躍
で
き
る
高
度
な
実
践
力
と

豊
か
な
創
造
力
を
育
成
し
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
へ
の
進
行
に
伴

い
、
医
療
・
福
祉
現
場
だ
け
で

な
く
、
企
業
か
ら
も
「
専
門
性

の
高
い
理
学
療
法
士
・
作
業
療

法
士
を
採
用
し
た
い
」
と
い
う

声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
応
え
る
た
め
、
本
学
で
は
医

療
機
関
や
福
祉
施
設
と
は
も
ち

ろ
ん
、
企
業
・
団
体
・
自
治
体

と
も
連
携
し
た
教
育
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
地
域
社
会
と
協
働

す
る
授
業
や
研
究
活
動
な
ど
を

積
極
的
に
展
開
し
、
学
生
は
、

保
健
・
医
療
の
専
門
機
関
に
加

え
て
、
生
活
者
に
関
わ
る
多
様

な
分
野
で
活
躍
す
る
た
め
の
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
４
月
に
開
学
し

た
本
学
は
、
東
日
本
初
の
理
学

療
法
士
・
作
業
療
法
士
の
専
門

職
大
学
で
す
。
理
学
療
法
学
科

で
は
、
国
の
基
準
を
上
回
る
９

０
０
時
間
の
臨
地
実
務
実
習
で

高
度
な
実
践
力
を
養
い
な
が
ら
、

医
療
現
場
の
中
核
と
し
て
共
生

社
会
の
実
現
を
支
え
ら
れ
る
理

学
療
法
士
を
め
ざ
し
ま
す
。
作

業
療
法
学
科
で
は
、
１
２
６
０

時
間
に
わ
た
る
臨
地
実
務
実
習

を
通
じ
て
高
度
な
実
践
力
を
養

い
な
が
ら
、
自
立
支
援
の
視
点

か
ら
幅
広
い
対
象
を
支
援
で
き

る
作
業
療
法
士
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
ま
た
両
学
科
と
も
、
専
門
職

大
学
な
ら
で
は
の
展
開
科
目
で

共
生
福
祉
論
、
身
体
障
害
へ
の

支
援
シ
ス
テ
ム
工
学
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の

「
隣
接
他
分
野
」
も
学
修
。
こ

れ
ら
を
通
じ
て
専
門
分
野
の
周

辺
領
域
を
理
解
し
、
創
造
力
と

応
用
力
を
養
い
ま
す
。
さ
ら
に

経
営
戦
略
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
財
務
会
計
な
ど
を
学
び
、

リ
ー
ダ
ー
に
必
要
と
さ
れ
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
も
修
得
。
原

則
40
名
以
下
で
行
わ
れ
る
授
業

と
ク
ラ
ス
担
任
に
よ
る
き
め
細

か
い
指
導
で
、
保
健
医
療
分
野

の
「
実
務
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て

入	���
���������������� 

東
日
本
初
！

リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
職
大
学

多
様
な
分
野
で
の
活
躍
を

見
据
え
て
力
を
磨
く
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�������������������������門
¢£¤¥¦§¨©人��«¬®生£°±²��«³´
���¥¦µ¶�·心�¹«º»¼½¾½£¿	À�§
©Á«ÂÃÄÅ	ÆÇÈ£ÉÊË�生一人ÍÎ�£ÏÐ
�ÑÒ�ÓÔ�Õ«Ö×ØÃÙÚ£ÐÛ¦�ÜË

ÝÞ�ß��門¢大�«à長²入Øã�ä�
�ÜËå�æ	çè	éäêëìÝÔíîïð

開
催
日

�����月��  ����水����  �����木��
�����水��  �����土��
ñò ó�äê  ôò ��äê

�������門�大�
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大学

私立

北陸
東海

近畿
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	�
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入�����
���	�����
����������� ­入����

������������� ��

高�������������
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13,214件
就職内定者1,341名／就職希望者1,362名

東海・北陸女子大 1位

����������������

�����

�大学院進学者を除いた就職者の割合 ª«¬®¯�°	±日­���³´�´��大�µ¶·¸

¹º»¼½�¾�¿­À�生§�Â����ÃÄ�ª

­���³¨�月À�生¹Æ�

５
人
に
１
人
の
学
生
が
講
座
を

受
講
し
、
資
格
取
得
や
就
職
活

動
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
学
生
が
自
分
ら
し
く
輝
い
て

社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
個

人
面
談
を
重
視
し
、
き
め
細
か

な
サ
ポ
ー
ト
を
徹
底
し
て
い
ま

す
。
企
業
か
ら
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
マ
ナ
ー
指
導
、
就
職
活

動
を
支
え
る
豊
富
な
資
料
や
情

報
提
供
、
多
く
の
先
輩
た
ち
が

築
き
上
げ
た
企
業
や
地
域
社
会

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
み
で

す
。
就
職
活
動
に
挑
む
学
生
た

ち
を
支
援
し
、
安
定
し
た
就
職

実
績
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
１
９
４
９
年
、
中
部
地
方
で

最
初
に
認
可
さ
れ
た
新
制
大
学

と
し
て
誕
生
し
た
本
学
は
、
生

活
科
学
部
、国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
、
人
間
関
係
学
部
、

文
化
情
報
学
部
、
現
代
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
部
、
教
育
学
部
、
看

護
学
部
の
全
７
学
部
11
学
科
を

設
置
。
幅
広
い
知
識
と
豊
か
な

人
間
性
、
専
門
的
技
術
の
向
上

と
と
も
に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
力
を
身
に
付
け
た
女
性

の
育
成
を
め
ざ
す
女
子
総
合
大

学
と
し
て
、
専
門
性
の
高
い
学

び
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

　徹底
し
た
少
人
数
教
育
に
よ

り
、国
家
試
験
な
ど
で
高
い
合

格
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。（
管

理
栄
養
士
合
格
率
95
・
2
％
、看

護
師
合
格
率
99
・
0
％
、保
健
師

合
格
率
1
0
0
％
、社
会
福
祉
士

合
格
率
94
・
7
％
、教
員
採
用
試

験
現
役
合
格
率
64
・
0
％ 

※
全
て

２
０
１
９
年
３
月
卒
業
生
実
績
）

　
各
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

履
修
し
て
取
得
で
き
る
資
格
以

外
に
も
、
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー

で
は
専
門
学
校
と
連
携
し
た
資

格
取
得
支
援
講
座
を
学
内
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

7
学
部
11
学
科
で
専
門
性

の
高
い
学
び
を
追
求

演
習
・
実
験
等
を
重
視
し

「
少
人
数
教
育
」
を
展
開

一
人
ひ
と
り
の
適
性
や

希
望
に
応
じ
た
就
職
支
援


月��日�日��
月
日�土��
月�日�日���月��日�日�
Ç³®��È�É®��

開催日
オープンキャンパス Ê�生�ËÌÍ	ÎÏÐ山£¾Ò�
Ó½���ÔÕÖ×ØÙ�
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入��
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バ
イ
オ
の
総
合
大
学
だ
か
ら

で
き
る
実
験
重
視
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
編
成
し
て
い
ま
す
。
３

年
間
で
９
０
０
時
間
（
ア
ニ
マ

ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
は

８
６
５
時
間
）
と
い
う
他
大
学

に
例
を
見
な
い
実
験
・
実
習
時

間
を
通
し
て
、
即
戦
力
と
な
る

専
門
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
し
、
１
年
次

か
ら
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
」

の
受
講
を
は
じ
め
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
、
学
内
で
の
「
業
界

研
究
会
」
や
「
企
業
説
明
会
」

な
ど
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
。
将
来
設
計
を
し
っ
か
り

と
描
き
、
学
生
生
活
を
過
ご
す

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
バ
イ
オ
専
門
職
と

し
て
創
薬
、製
薬
、医
療
、化
学
、

食
品
、
環
境
、
I
T
企
業
を
中

心
に
幅
広
い
業
界
へ
の
就
職
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
を

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化

���������
����������

長��
	大�

保護者版

大学

私立

関東
甲信越

短大

北陸
東海

�����大�����
��������
��金���

大�


大
3365
6364

大���
	��
�����日�������土�������日�������土�������日������日��
�����月���������日��������日�������土�������日�

��日

を
実
現
で
き
る
よ
う
総
合
的
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
就
職
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生

が
希
望
す
る
職
種
や
業
種
、
進

路
に
進
む
た
め
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
各
種
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
就
職
支
援
講
座
、

模
擬
試
験
な
ど
を
開
催
す
る
ほ

か
、
就
職
相
談
、
履
歴
書
や
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
・
提
出
書
類

の
添
削
、
面
接
対
策
（
模
擬
面

接
な
ど
）
に
も
個
別
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

　
教
職
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
立

の
小
・
中
学
校
、
高
校
、
特
別

支
援
学
校
お
よ
び
養
護
教
諭
の

教
員
採
用
試
験
合
格
に
向
け
た

支
援
や
、
幼
稚
園
教
諭
、
保
育

士
の
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
日
常
の
個
別

指
導
の
ほ
か
に
教
員
採
用
試
験

対
策
講
座
を
実
施
し
、
毎
年
２

月
に
は
合
格
に
向
け
た
勉
強
合

宿
を
校
外
で
行
う
な
ど
、
採
用

試
験
合
格
に
向
け
た
実
践
的
な

指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
多
角
的
な
就
職
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
背
景
に
、
教
職

員
に
よ
る
長
年
の
企
業
と
の
パ

イ
プ
づ
く
り
や
卒
業
生
の
活
躍

に
よ
り
、
求
人
数
は
１
万
４
５

０
６
件
※
に
上
り
、
大
学
の
就

職
率
は
99
・
7
％
※
、
短
期
大

学
部
は
98
・
6
％
※
と
い
う
高

い
実
績
を
誇
り
ま
す
。

（
※
２
０
１
８
年
度
卒
業
生
実
績
）

　
大
学
で
は
自
分
で
履
修
科
目

を
選
択
す
る
た
め
、
学
生
自
身

の
興
味
や
目
的
意
識
が
と
て
も

重
要
で
す
。
本
学
で
は
、
入
学

初
年
次
か
ら
将
来
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る

よ
う
、
ク
ラ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
教
務
担
当
教
員
が
確
か
な
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
履
修
や
学

習
上
の
相
談
に
親
身
に
な
っ
て

応
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
免
許
・
資
格
取
得
の

支
援
に
も
力
を
入
れ
、
免
許
・

資
格
取
得
の
概
要
や
手
順
に
つ

い
て
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
作
成
し
、
わ
か
り
や
す
く
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
学
生
の
多
く
が
複
数
の

資
格
を
取
得
し
、
就
職
活
動
や

卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に

生
か
し
て
い
ま
す
。

　
就
職
に
つ
い
て
も
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
担
当
教
員
を
配
置
し
、

卒
業
後
の
進
路
に
関
す
る
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
就

職
セ
ン
タ
ー
や
教
職
セ
ン
タ
ー

の
職
員
と
連
絡
を
密
に
し
な
が

ら
、
学
生
が
希
望
の
キ
ャ
リ
ア

入���
	���
��������������  ��­�

将
来
を
見
据
え
た

免
許
・
資
格
取
得
支
援

き
め
細
か
な
就
業
支
援
で

高
い
就
職
率
を
実
現

�������大��� ��
���������

��女子大 ­��女子大 ��大 �

�����大�����
��������
��金���

大�


大
3429
6426

大���
	��

ＫＧスカラシップ対象入試における奨学生は国公立大学並みの学費に！

2021年4月、大学に新学部開設！ ●スポーツ科学部 スポーツ科学科
●栄養学部 栄養学科

得点率

推薦入試 一般入試 センター利用入試
給付内容奨学生

ランク

SA 授業料全額

授業料半額

年間20万円

SB

A

ー

ー

成績上位者

70％以上

65％以上80％以上

60％以上

����������
�生� ­����
����������
����������生
���������
�����¡¢���

設
定
し
て
就
職
・
進
学
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・

高
校
の
教
員
免
許
、
保
育
士
資

格
が
取
得
で
き
、
教
員
輩
出
数

は
北
陸
の
私
立
大
学
で
最
多
の

実
績
が
あ
り
ま
す
。「
教
職
セ

ン
タ
ー
」
に
は
教
員
養
成
で
豊

富
な
経
験
と
十
分
な
実
績
を
持

つ
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
過
去

問
か
ら
の
傾
向
分
析
や
論
作
文

の
指
導
、
模
擬
授
業
対
策
な
ど

各
種
講
座
を
実
施
。
採
用
試
験

の
現
役
合
格
を
手
厚
く
支
援
し

ま
す
。

　
行
政
職
や
保
安
職
、
大
手
企

業
志
望
の
学
生
に
対
し
て
、
専

門
性
の
高
い
知
識
が
身
に
付
く

「
Ｋ
Ｇ
Ｃ（
金
沢
学
院
キ
ャ
リ

ア
）講
座
」を
開
講
。地
方
上
級
・

国
家
一
般
公
務
員
、
警
察
官
・

消
防
官
、
民
間
企
業
の
志
望
分

野
別
に
試
験
対
策
や
教
養
力
向

上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
け
、

採
用
試
験
に
合
格
で
き
る
実
力

を
養
い
ま
す
。
Ｋ
Ｇ
ス
カ
ラ

シ
ッ
プ
対
象
入
試
に
お
い
て
奨

学
生
に
選
抜
さ
れ
る
と
、
こ
の

Ｋ
Ｇ
Ｃ
講
座
の
受
講
料
が
減
免

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
就
職
支

援
部
で
は
、
年
間
30
回
の
就
職

教
育
講
座
や
企
業
の
採
用
担
当

者
を
招
い
て
の
学
内
企
業
説
明

会
、
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
、
学

生
と
教
員
・
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

三
者
面
談
な
ど
で
も
就
職
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　　
卒
業
後
の
進
路
に
対
し
て
、

明
確
な
意
識
や
希
望
を
持
っ
た

学
生
の
学
び
を
早
期
か
ら
支
援

す
る
「
Ｋ
Ｇ
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
設
。

参
加
要
件
を
ク
リ
ア
し
た
学
生

は
、
１
年
次
か
ら
専
門
的
知
識

や
技
術
を
学
び
、
目
標
を
高
く

入��  £¤¥¦§¨©ª«��¬®¯¯°°§±«

石³´金µ¶·¸¹¨
���������
º日¼��½¾¿���ÀÁ�¡¢���
　Ã�ÄÅ�Æ�ÇÈÉÊËÌ��

開
催
日

�����日�
�����日�

����土�����日�

����土����日�
�����土�����日�

�����日�
�����日� Í
Î�ÏÐÑÒÓ¨¹�¨®°ª©®¬¯Ô

§��ÕÖ�×ØÙ«

金���大��金�����大�
K
G
C
講
座
で
難
関
就
職

試
験
突
破
を
め
ざ
す

１
年
次
か
ら
就
職
支
援
の

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

全
学
部
で
教
員
免
許
取
得

採
用
試
験
合
格
を
支
援

マナビジョンブック2020



大学
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就職率 

����� 主な就職先
大����水����水����大����竹 工�����工���������
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◎求人件数
　17,794件
◎就職希望者数
　3,527人
◎就職決定者数
　3,426人

|$#"!01月34生567:
ま
な
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

〈
資
格
取
得
支
援
に
つ
い
て
〉

　

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
資
格
試
験

合
格
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
」
を
学
内

で
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
度
は
、
公
務
員

講
座
、
教
員
講
座
、
旅
行
業
務

取
扱
管
理
者
講
座
、
M
O
S
講

座
、
T
O
E
I
C
®
講
座
な
ど

を
開
講
し
ま
し
た
。

〈
特
色
あ
る
授
業
に
つ
い
て
〉

　
共
通
教
育
科
目
の
１
年
次
科

目
に
「
福
大
生
の
た
め
の
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

自
分
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え

る
た
め
に
必
要
な
知
識
や
考
え

方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。   

　
　
福
岡
大
学
は
、
９
学
部
31

学
科
と
大
学
院
、
大
学
病
院
を

ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
結
し
た

西
日
本
屈
指
の
総
合
大
学
で
す
。

学
ぶ
分
野
や
将
来
の
夢
、
考
え

方
も
異
な
る
個
性
あ
ふ
れ
る
学

生
た
ち
は
、
広
大
な
キ
ャ
ン
パ

ス
の
中
で
た
く
さ
ん
の
友
人
と

出
会
い
、
お
互
い
を
尊
重
し
な

が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
育
み
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
３
月
卒
業
生
の

就
職
率
は
97
･
１
％
で
し
た
。

　
地
域
別
に
み
る
と
、
関
東
地

区
に
本
社
を
置
く
企
業
へ
の
決

定
者
が
約
35
･
１
％
、
資
本
金

10
億
円
以
上
の
企
業
へ
の
決
定

者
も
約
34
･
７
％
と
大
手
企
業

に
就
職
を
決
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
学
生
の
地
元
志
向

が
年
々
強
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
地
元
企
業
の
求
人
開
拓

に
も
昨
今
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

〈
就
職
・
進
路
支
援
に
つ
い
て
〉

　
個
別
指
導
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、
就

職
活
動
時
に
は
最
新
の
求
人
情

報
提
供
、
履
歴
書
添
削
、
模
擬

面
接
、
学
内
合
同
・
個
別
企
業

説
明
会
の
実
施
な
ど
、
さ
ま
ざ

学
生
数
２
万
人
の
多
様
性

の
中
で
磨
か
れ
る
人
間
性

充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
で

高
い
就
職
率
を
堅
持
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工
学
部
の
あ
る
「
お
ば
せ

キ
ャ
ン
パ
ス
」、
デ
ザ
イ
ン
学

部
の
あ
る「
小
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
」

２
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置
。

周
辺
に
は
、
日
本
の
産
業
を
支

え
る
企
業
・
工
場
や
大
型
複
合

施
設
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
多
数
実
施
し
、
地
元
自
治

体
や
企
業
の
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
の

知
能
化
の
研
究
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
食
品
加
工
工
場
の
排

水
溝
の
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
品

化
や
、
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
で
の
ト

マ
ト
の
収
穫
、
ド
ロ
ー
ン
を
用

い
た
農
業
支
援
の
研
究
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
対
象
の
セ
ミ

ナ
ー
に
加
え
、
３
年
生
の
保
護

者
を
対
象
に
就
職
活
動
の
説
明

会
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
元
企
業
の
強
い
支
援
で

高
い
ス
キ
ル
を
修
得

Ö×ØÙÚÛÜ田Þßàáâáá
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キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
う
き
め
細
か
な
サ

ポ
ー
ト
体
制
で
、
希
望
通
り
の

進
路
に
進
め
る
よ
う
就
職
活
動

を
支
援
し
、
例
年
高
い
就
職
率

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

・
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
重

視
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

・
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
の
人
材

育
成

・
全
国
1
３
０
０
社
以
上
の
最

新
の
求
人
情
報
を
提
供

①
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

②
就
職
支
援
講
座

③
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

④
学
内
合
同
・
単
独
企
業
説
明
会

⑤
就
職
相
談
添
削
指
導

⑥
就
職
活
動
交
通
費
支
援
制
度

全
学
あ
げ
て
の
指
導
体
制

就
職
を
強
力
バッ
ク
ア
ッ
プ

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
支
援
内
容

��米工�大�
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に
も
参
加
で
き
ま
す
。
３
年
次

に
は
、
豊
富
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
や

業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
、

実
践
的
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
、
４
年
次
に
は
、
個
別

指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
希
望
の
進
路
の
実
現
に
向

か
っ
て
進
み
ま
す
。

　

　
仕
事
へ
の
意
識
や
興
味
を
高

め
ら
れ
る
よ
う
、
教
員
採
用
試

験
や
医
療
事
務
実
務
能
力
認
定

試
験
な
ど
の
資
格
取
得
対
策
講

座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
務
員
セ
ミ
ナ
ー
や
保
育
士
な

ど
の
専
門
職
へ
の
就
職
に
向
け

た
セ
ミ
ナ
ー
も
、
1
年
次
か
ら

受
講
可
能
で
す
。
希
望
に
沿
っ

た
免
許
・
資
格
の
取
得
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

  

「
自
分
を
育
て
る
力
」「
知
識
・

理
解
力
」「
言
語
力
」「
思
考
・

解
決
力
」「
共
生
・
協
働
す
る
力
」

「
創
造
・
発
信
力
」
と
い
う
、

卒
業
時
に
身
に
つ
け
て
お
く
べ

き
６
つ
の
力
を
設
定
。
そ
の
到

達
度
を
ウ
ェ
ブ
上
で
確
認
で
き

る
自
己
評
価
シ
ス
テ
ム
「
キ
ャ

リ
庵
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

学
生
は
、
努
力
目
標
を
設
定
し
、

振
り
返
り
な
が
ら
効
率
よ
く
着

実
に
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
教
員
は
、
各
自
の
成
長

進
度
を
把
握
し
た
う
え
で
、
目

標
を
達
成
で
き
る
よ
う
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
品
格
を
育
み
、
知
性
を
高
め

る
教
養
教
育
を
基
盤
に
、
段
階

的
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
で
き
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
１
年
次
は
、
あ
こ
が
れ
の
先

輩
の
姿
な
ど
を
ヒ
ン
ト
に
「
な

り
た
い
自
分
」
を
考
え
、
未
来

を
イ
メ
ー
ジ
。
２
年
次
に
は
、

自
分
の
強
み
を
知
り
、
目
標
達

成
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を

考
え
ま
す
。
企
業
に
お
け
る
就

業
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
的
に
理
解

で
き
る
企
業
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー

���  ²³´µ¶·¸¹º¸·»¼½»¹¾¶¿º

教
員
・
学
生
で

成
長
進
度
を
共
有

１
年
次
か
ら
段
階
的
に

自
分
の
将
来
を
形
成
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就職内定率（就職内定率=就職者数÷就職希望者）

8651件
求人企業件数

96.6%
理工学系3学群

98.7%
経済・マネジメント学群

九州

東海・
北陸近畿

23％

関東
34％

中国

高知
12％

四国三県
13％ 理系

東北
北海道

九州

東海・北陸

関東
21％

近畿
15％中国

11％

10％

高知
27％

四国三県
13％

文系

高��香��土�山田���口���

入���香�������  
��������� �������

　
企
業
等
経
験
者
を
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
特
化
し
た「
教
育
講
師
」

と
し
て
雇
用
し
、
１
年
次
か
ら

就
職
指
導
を
実
施
。
自
己
分
析

を
深
め
、
自
ら
の
適
性
を
把
握

で
き
る
よ
う
、
キ
ャ
リ
ア
関
連

科
目
を
正
規
科
目
と
し
て
導
入

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
学
の

就
職
支
援
制
度
の
活
用
方
法
や

企
業
研
究
、
自
己
分
析
法
な
ど

を
掲
載
し
た
「
K
U
T
オ
リ
ジ

ナ
ル
就
職
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

配
付
。
多
く
の
学
生
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
大
都
市
圏
で
開
催

さ
れ
る
合
同
企
業
説
明
会
な
ど

に
参
加
す
る
学
生
を
支
援
す
る

た
め
に
「
就
職
活
動
支
援
バ
ス

ツ
ア
ー
」
を
実
施
。
経
済
面
に

お
い
て
も
就
職
先
の
選
択
肢
を

広
げ
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。

進
路
の
選
択
肢
を
広
げ
る

効
果
的
な
就
職
サ
ポ
ー
ト

高�工
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��������
��金���

大�
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徹
底
し
た
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
体
制
は
、
文
部
科
学
省
か
ら

最
高
評
価
で
あ
る
Ｓ
評
価
を
取

得
。
就
職
試
験
に
合
格
す
る
た

め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
え
る
だ

け
で
な
く
、
厳
し
い
社
会
を
生

き
抜
く
「
人
間
力
」
を
引
き
出

す
こ
と
を
重
視
し
、
年
次
に
合

わ
せ
た
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
徹
底
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

毎
日
の
学
修
と
挑
戦
が
、
将
来

の
夢
の
実
現
に
し
っ
か
り
と
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

は
、
１
年
次
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

日
々
の
教
育
と
キ
ャ
リ
ア
支
援

の
両
面
か
ら
、
少
人
数
教
育
を

柱
と
す
る
社
会
人
能
力
の
養
成

を
ベ
ー
ス
に
し
た
、
手
厚
い
個

別
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
と
大
学
を
つ

な
ぐ
教
育
懇
談
会
を
毎
年
全
国

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

文
科
省
か
ら
最
高
評
価
を

得
た
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

大���大�

マナビジョンブック2020



大学

私立

短大

九州

最新の入試情報や気になる大学の費用の情報が満載
いつでも、どこでも、無料でチェック！

※「マナビジョン」のサービスは全て無料で利用できます。一部の高校生
向けサービスでは、マナビジョン会員登録（無料）が必要です。
※画面デザイン・内容などは、変更になる場合があります。
※「マナビジョン」は、㈱ベネッセコーポレーションが管理・運営するイ
ンターネットサイトです。提供する情報・内容などの著作権は、㈱ベネ
ッセコーポレーション、および原作者に帰属します。

マナビジョン　保護者 検 索 検索サイトで「マナビジョン  
保護者」と入力して検索すれば
アクセスできます。manavision.jp/p/

高 校 生 の 保 護 者 の た め の
進 路 ・ 進 学 情 報 サ イ ト

進学にかかる費用や対策法を
知ることができる

お金1

親世代とのしくみの違いを
知ることができる

入試2

「マナビジョン」でわかること
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熊本学園大学の就職状況（2019年3月卒業生実績）
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10
名
超
の
就
職
ス
タ
ッ
フ
が
、

低
学
年
次
の
就
業
力
育
成
か
ら

個
別
相
談
、履
歴
書
の
書
き
方
ま

で
、一人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す
。　

4
年
生
が
就
活
の
コ
ツ
を
伝

授
す
る「
学
生
就
職
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
」、企
業
経
営
者
を
講

師
に
迎
え
る「
し
ご
と
塾
」、最
大

1
5
0
社
が
本
学
に
集
結
す
る

学
内
合
同
会
社
説
明
会
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。学

生
の
夢
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

九
州
屈
指
の
支
援
体
制
で

学
生
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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学
生
の
個
性
を
大
切
に
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
適
切
な
助

言
・
指
導
な
ど
、
女
子
大
な
ら

で
は
の
き
め
細
か
い
就
職
指
導

を
実
施
。
入
学
直
後
か
ら
、
自

ら
の
生
き
方
を
設
計
す
る
力
を

身
に
つ
け
る
「
女
性
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
」
や
、
豊
富
な
国
内
・

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
大

学
3
年
次
・
短
大
1
年
次
よ
り

週
1
回
年
間
25
回
と
い
う
徹
底

し
た
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
し
て
各
業
界
の
動
向
を
知
り
、

進
路
選
択
の
幅
が
広
が
る
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　　
毎
年
秋
に
は
、「
保
護
者
向

け
就
職
説
明
会
」
を
開
催
。
親

子
面
談
や
保
護
者
面
談
は
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

進
路
選
択
の
幅
が
広
が
る

多
彩
な
就
職
支
援
を
実
施
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保
護
者
向
け
の
説
明
会

安
心
の
支
援
体
制

��女
�大
���女
�大
	�大
�
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